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論 文 内 容 要 旨
アジァの栽培イネ(pryzasa.t.ivaL,)は諸形質にっいて多様性に富んでいるが、大別する
と、加藤が1930年に示 したインド型および日本型の2つ の亜種に区分 しうる。




い種子を除頴処理すると、かえ って発芽が強 く阻害されることを予備実験によって見い出 した。
本研究では、この除頴処理により示される両亜種の相反する発芽特性の違いについて、登熟過程




工 両 亜 種 の 登 熟 過 程 にお け る発 芽 特 性 の 変 化
インド型および日本型イネ約60品種を選び、採種直後に発芽試験を行 った。その結果、インド型
では除頴処理により発芽が促進され、日本型では逆に阻害された。 しか し、両亜種内には遺伝的な




































除 穎 種 子%














除 頴 種 子%
採 種 時 に お け る 日 本 型 除 頴 種 子 お よ び
頴 果 の 播 種15日 後 の 発 芽 率
og本 稲 申生品種 開花日8月11日～】3日


































































開 花 後 日 数
ChinsurahBoro1高温区
25 3035
乾 物 重 葉緑素
水分含量











○一一● 頴果 乾 物 重3乾物重安定時期
○一一〇 除頴種子 水分含量 言水分含量安定時期
























































ノ条件に対応 して変異する。 しか し、これらの変異はそれぞれの亜種の範囲内にみ られる可塑的変異
であり、遺伝的な形質として取 り扱いうるもゐと判断された。
皿 両亜種の登熟 過程 にお ける種子の発芽特性 を規定 する要因解析
i)種 々の酸素分圧下における発芽の特異性
インド型は開花14日、28日後の2回 また、日本型は開花30日、34日、40日、47日、および60日後




















































































































































































播 種 後 日 数
開花14日後 剥皮種子
10 0 5
播 種 後 日 数
開花28日後 剥皮種子
10













































































頴 剥 除 頴
皮 頴
種 種













イン ド型は開花14日、21日、および28日後、また、 日本型で は開花30日お よび60日後の除頴種子
を用 い、好気条件下におけ るエチル アル コールの影響 について調べ た。発芽が促進 され る濃度 域は、
種子の登熟に伴 って次第に低下 した。 イン ド型の開花14日後の種子 では3～4%で あ ったが、開花
28日後の種子 にお いて は2～3%に 変化 し、 また、 日本型 は開花30日後 の種子 で2～5%で あ った



















開花14日後 除頴種子 開花28日後 除頴種子


















開花30日後 除頴種子 開花60日後 除頴種子
第11図 種 々の 濃度 のエ チルアル コールがサ サ:ニシキ除 頴種子の発芽 に及ぼす影 響
しか し、嫌気条件下 において 、イ ン ド型 では、 エチルァルコールによる促進作用は ほとん どな く
開花28日後の一部の種子 で発芽が認め られたのみ であ った(第12図)。 一方 、 日本 型で も、発芽の


























































AssamIV開花14日後 除頴種子AssamIV開 花28日後 除頴種子
エ チルアル コールが嫌気(0%02)お よび好 気条件

































工殺篇 鯉 一 「++
ササニシキ開花60日後 除頴種子
エ チル アル コールが 嫌気(0%02)播 種後 日数
および好気条件(20%02)に おいて 翻1-3















処 理 差 鯉 1エタノー ル処 理 差
AssamlVi4 0 0 0 35 100 t65
18 0 11 }11 96 ioo 十4
サナニシ牛
30 95 0 '95 0 100 1100


















酸 素 分 圧%
0 20
無処理 処 理 差 鞭 処 理 差
Surjamukhiza 0 0 0 17 goo t83
Assamn7
14 1 a 一y 43 伯0 t57
28 1 a 一r goo ioo A
ササニシキ
30 100 コo 一90 0 100 十¶00


































































































































AssamIV開 花28日 後 除 頴 種 子
一41一
ジベ レ リンの影響 呂
本ホルモンは両亜種ともに、開花後日数のより経過 し登熟過程の進行 した種子、換言すれば休眠



















































みssamIV開花28日後 除頴種子 ササニシキ開花60日後 除頴種子
第15図GAが 嫌 気(0%02)お よび好 気(20%02)条 件 下 において登熟各期の






































酸 素 分 圧%
0 zo
無鯉1処 理i差 羅 処理 差
「一
Surjamukhi2E 5 29 t24　
AssamlV
14 0 睾 一i 42 可00 f58
28 1 15 t14 85 ioo 一}15
ササニ シキ
30 50 50 0 5 1 4














エチレン処理 一 一 十 十
AssamW開 花14日後 除頴種子
第16図 エ チ レンが嫌気(0%02)お よび
好 気(20%02)条 件下 において





































一 一 十 十
ササニシキ 開花30日後 除頴種子
























無処理 処 理 差 無処理'処 理 差
Assam1Vi4 0 0 0 35 60 t25
ササニシ牛
30 99 goo 十1 0 0 0


































































登 熟 期 後 熟 期'
第1段 階 第2段 階 第3段 階 後熟前期 後熟後期
IJ IJ IJ IJ IJ
頴 果 一 『 → 『 一 十 士 十 十 十














































低一 酸 素 分 圧 一・高 低 ← 酸 素 分 圧 → 高
イ ン ド型 日 本 型
第18図 登熟期(第3段 階)に おける胚の生長力と気相の酸素分圧との関係
一47一
審 査 結 果 の 要 旨
アジアの栽培イネ(OryzasativaL)は諸形質について多様性に富んでいるが,大別すると,
加藤が1930年に示 したインド型および日本型の2つ の亜種に区別しうる。イネの休眠程度は品種















して,日 本イネでは嫌気および好気的条件下において発芽が可能であることに比べ,イ ン ド型イ
ネは,好気的条件をより強 く要求する特微のあることを明らかにした。 この事実は,酸素分圧の
違いがイネの発芽期の反応性の違いとして生態種成立の淘汰圧 とな りえた可能性を し示すことを
指摘するものである。
以上の結果は,イ ネの系統分化および栽培植物の進化を論ずる上で極めて重要な知見を与えた
ものであり,審査員一同は著者を農学博士の学位を授与するに値するものと判定 した。
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